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リリース日 バージョン 分類 改定内容

仕様変更 センサログダウンロード時、直近のデータを含むように変更

仕様変更 セッション設定の保存期間を１年まで設定可能に変更

仕様変更 セッション設定を追加

仕様変更 複数のグラフを重ねて表示できるように変更

仕様変更 開発者用ログ一括ダウンロード機能追加

不具合修正 ネットワーク接続時、時刻設定が反映されない不具合の修正

不具合修正 システムログ画面にて、ログが正常に表示されない不具合の修正

不具合修正 メールレポート無効時、月報が送信される不具合の修正

不具合修正 SNMPリクエストIDが負の時、正常に動作しなくなる不具合の修正

仕様変更 アナログレンジに「±5V、0～5V、0～10V」を追加

25.02.05 1.0.9 仕様変更 タイトルヘッダを追加

不具合修正 SMTP認証無効時、アカウント/パスワードが必須項目となっていた問題を修正

仕様変更 デバイスIDを空欄でも設定可能に変更

不具合修正 ロギング無効のセンサ名称変更時、ウェブがタイムアウトする不具合の修正

不具合修正 アナログ入力の出力範囲・測定範囲を変更してもアナログデバイスを再接続するまで設定が反映され

ない不具合を修正
仕様変更  trapExpansionVarbindsDIOにvalueを追加

仕様変更 boardTypeを1から0に変更

仕様変更 SnmpでSETできる値をウェブと統一

仕様変更 下限閾値、下限解除値に未設定を設定した時の値を0x80000000に変更

仕様変更 アナログ入力のロギングをデフォルト有効に変更

仕様変更 ネットワークを変更した際、正常に変更した場合でもタイムアウトエラーと表示される問題の修正

不具合修正 状態変化ログローテーション時、webにログが表示されない不具合の修正

不具合修正 /tmp領域のファイルが自動で削除されてしまう不具合の修正

仕様変更 FTPとFTPSによる接続を有効化

仕様変更 FTPで直近のデータを取得できるように変更

不具合修正 揮発性領域のログが削除されない不具合の修正

不具合修正 NTPサーバにドメイン名が設定できない不具合の修正

不具合修正 MQTTシナリオ条件が設定できない不具合の修正

仕様変更 "Rack Monitoring System"の表記を削除

仕様変更 工場出荷設定後の再起動処理を削除

不具合修正 1-WireセンサーのデバイスIDのエンディアンを修正(*1)

仕様追加 検出率を警報上限・下限、注意上限・下限それぞれに適用できるよう変更

仕様変更 起動時データベースを最新版にアップデートするように変更

仕様変更 1-Wireの測定仕様を調整

不具合修正 名称変更時トレンドログが壊れる不具合の修正

不具合修正 検出率グラフの最大値が正しく表示されない不具合の修正

不具合修正 メール送信時アプリケーションログに正しく記録されない不具合の修正

仕様追加 平均値、最大値、最小値のグラフ表示を追加

仕様追加 検出率グラフを追加

仕様追加 トレンドログを追加

仕様変更 センサーログ記録仕様変更、グラフログを廃止

仕様変更 センサーログの保存期間を自動算出に変更

仕様変更 トレンド設定を検出フィルターに名称変更

仕様変更 検出フィルター期間を1~1440分まで指定可能に変更

仕様変更 検出フィルター比率を0~99まで指定可能に変更

仕様変更 再起動時、状態変化ログをバックアップするように変更

不具合修正 デジタル出力の出力条件が正常に動作しない不具合の修正

不具合修正 snmpトラップのoidが間違っていた不具合を修正

不具合修正 アナログ入力の平滑化が正常に動作していなかった不具合の修正

24.02.19 1.0.1 量産版

24.01.05 1.0.0 新規

(*1)旧バージョンとの1-Wire温湿度設定の互換性はありません。

　　バージョン1.0.3以下の機器をバージョン1.0.4以上にアップデートした場合は1-Wire温湿度設定のデバイスIDを入力・登録し直す必要があります。
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